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火の用心

火は見てる
あなたが離れる

その時を

平成20年1月22田　渡町日御崎神社｢文化財防火デー｣演習

ご
あ
い
　
さ
　
つ

境
港
市
消
防
保
安
協
会

会

　

長

　

渡

　

辺

　

明

　

彦

年
頭
に
あ
た
り
'
会
員
企
業
各
位
'

関
係
諸
機
関
の
皆
様
に
は
'
当
協
会

の
運
営
に
対
し
ま
し
て
日
頃
よ
り
格

別
の
こ
支
援
､
こ
協
力
を
賜
り
'
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
o

さ
て
､
昨
年
は
'
能
登
半
島
地
震
'

新
潟
県
中
越
沖
地
震
な
と
の
自
然
災

害
が
発
生
し
'
甚
大
な
被
害
や
多
く

の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
が
､
幸

い
に
も
当
市
に
お
い
て
は
大
き
な
自

然
災
害
が
な
く
､
比
較
的
平
穏
な
一

年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
｡

境
港
市
の
災
害
概
況
に
よ
り
ま
す

と
'
火
災
に
つ
き
ま
し
て
は
'
総
件

数
で
は
過
去
五
年
間
で
最
高
の
二
十

四
件
発
生
し
ま
し
た
が
､
建
物
火
災

は
平
成
十
八
年
と
比
較
し
て
十
件
減

の
八
件
で
し
た
｡

そ
の
内
へ
全
焼
火
災
は
l
 
l
件
で
損

害
額
も
過
去
五
年
間
で
最
低
と
な
り

ま
し
た
が
､
火
災
に
よ
る
死
者
が
三

名
発
生
し
た
こ
と
は
､
ま
こ
と
に
残

念
な
こ
と
で
し
た
｡

こ
の
こ
と
か
ら
'
火
災
の
早
期
発

見
の
た
め
'
退
避
の
た
め
､
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
な
ど
住
宅
防
火

対
策
を
更
に
推
進
し
て
い
-
こ
と
が

急
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
o

｢
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来

る
O
｣
と
申
し
ま
す
｡
当
協
会
の
使

命
と
し
て
'
危
険
物
災
害
の
未
然
防

止
に
努
め
る
の
は
当
然
で
す
が
､

｢
備
え
よ
常
に
｣
　
の
精
神
で
地
域
社

会
に
根
ざ
し
た
防
災
活
動
と
安
全
意

識
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
o
　
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
一
層
の
こ

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
｡

結
び
に
'
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の

こ
発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ

私
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し

ま
す
｡
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えんどう･りょう氏

昭和11年　境港市生

まれ｡

境港市民生部長､特

別養護老人ホーム博
愛苑苑長を経て､現
在は､日吉津村教育
委員会教育長｡

〟
救
急
″
は
今
も
昔
も

｢
一
一
九
番
｣

境
港
市
で
救
急
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
昭
和
三
十
九
年

四
月
､
任
意
で
は
あ
り
ま
し
た
が
救
急
業
務
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
｡

当
時
､
鳥
取
県
日
赤
支
部
か
ら
ジ
ー
プ

型
自
動
車
を
借
用
し
て
の
救
急
業
務
開
設

で
し
た
｡
昭
和
四
十
四
年
五
月
に
は
境
港

市
で
初
め
て
救
急
病
院
が
指
定
さ
れ
ま
し

た
o

境
港
市
上
道
町
　
　
菊
川
病
院

境
港
市
米
川
町
　
　
済
生
会
病
院

二
つ
の
病
院
が
受
入
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
｡

救
急
体
制
が
ま
か
り
な
り
に
も
生
れ
'

市
民
の
万
が
一
の
緊
急
事
態
に
対
応
す
る

こ
と
と
な
り
画
期
的
な
消
防
･
救
急
体
制

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
｡

境
港
市
消
防
保
安
協
会
も
民
間
企
業
の

立
場
か
ら
祝
意
を
表
わ
し
て
い
ま
す
｡
救

急
業
務
の
開
始
は
市
民
に
大
き
な
安
ら
ぎ
を
も
た
ら
し
'
喜
ば

れ
ま
し
た
｡

昭
和
三
十
八
年
'
救
急
業
務
が
消
防
法
で
定
義
づ
け
ら
れ
､

市
町
村
に
自
治
省
消
防
庁
が
救
急
業
務
を
義
務
化
い
た
し
ま
し

た
｡
日
本
で
の
救
急
体
制
の
始
ま
り
で
し
た
｡

文
明
も
急
ピ
ッ
チ
に
進
展
し
て
都
市
化
L
t
自
動
車
時
代
へ

と
移
行
し
ま
し
た
o

自
動
車
事
故
の
激
増
と
病
気
も
複
雑
に
な
り
'
あ
わ
せ
て
救

急
業
務
も
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
｡
昭
和
四
十
五
年
一
月
'
境

港
市
は
自
治
省
消
防
庁
か
ら
｢
救
急
自
動
車
ニ
ッ
サ
ン
B
型
｣

の
寄
贈
を
受
け
て
い
ま
す
｡

救
急
体
制
に
お
け
る
人
的
整
備
も
随
時
増
強
さ
れ
ま
し
た
｡

境
港
市
で
初
め
て
の
救
急
対
応
職
員
の
養
成
が
始
ま
り
昭
和

四
十
六
年
五
月
か
ら
七
月
ま
で
､
池
捌
啓
柘
氏
と
寺
本
優
治
氏

を
研
修
に
派
遣
し
ま
し
た
｡

当
時
へ
鳥
取
県
に
消
防
学
校
が
な
く
松
江
市
に
あ
る
島
根
県

消
防
学
校
初
任
科
へ
両
氏
が
入
校
'
三
ケ
月
三
八
〇
時
間
を
研

修
L
t
学
科
試
験
と
実
務
試
験
を
ク
-
7
-
､
初
の
　
｢
日
赤
救

急
員
適
任
章
｣
保
持
の
職
員
が
誕
生
し
ま
し
た
｡
二
年
後
'
寺

滞
稔
氏
も
資
格
取
得
さ
れ
､
今
日
の
救
急
体
制
充
実
の
基
礎
が

で
き
ま
し
た
｡

救
急
業
務
開
始
の
当
時
の
出
動
回
数
を
対
比
し
て
み
ま
す
o

昭
和
四
十
七
年
(
開
始
当
時
)
　
　
四
〇
1
件

昭

和

E

]

十

八

年

　

　

　

　

　

　

　

　

四

〇

四

件

平

成

十

九

年

　

　

　

　

　

　

　

一

㌧

二

二

三

件

出
動
回
数
は
三
倍
に
も
達
し
て
い
ま
す
｡

現
在
は
'
一
日
平
均
三
回
以
上
出
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
o当

時
を
振
り
返
っ
て
救
急
員
適
任
章
を
得
た
こ
三
人
は
異
口

同
音
｢
救
急
車
導
入
で
､
都
市
の
仲
間
入
り
し
た
実
感
で
あ
っ

た
｡
こ
の
救
急
体
制
の
中
で
尊
い
命
を
救
う
こ
と
に
参
画
し
た

喜
び
'
こ
れ
に
優
る
も
の
は
な
い
o
｣
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
o

急
病
も
救
急
業
務
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
'
昭
和
六
十
一
年
'

平
成
四
年
五
月
に
は
､
国
家
試
験
合
格
者
の
　
｢
救
急
救
命
士
｣

が
誕
生
し
ま
し
た
｡

現
在
､
境
港
消
防
署
で
は
､
八
名
の
救
急
救
命
士
に
よ
り
､

搬
送
中
も
救
命
処
置
が
施
さ
れ
多
-
の
尊
い
命
が
救
わ
れ
て
い

ま

す

o

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

元

境

港

市

消

防

本

部

職

員

)
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大会長あいさつ

三光株式会社　昭和チーム

平
成
十
九
年
九
月
二
十
八
日
　
(
金
)
､
境
港
消

防
署
に
お
い
て
当
協
会
主
催
の
消
火
競
技
会
を
開

催
し
ま
し
た
o

会
員
事
業
所
よ
り
､
十
五
チ
ー
ム
　
(
三
十
名
)

の
沢
山
の
参
加
を
い
た
だ
き
､
｢
天
気
'
晴
朗
な

れ
ど
風
､
強
し
｣
　
の
申
'
消
火
器
に
よ
る
油
火
災

の
迅
速
な
消
火
'
チ
ー
ム
で
連
携
を
と
っ
て
屋
内

消
火
栓
の
ホ
ー
ス
を
延
長
し
放
水
に
よ
り
'
ペ
ー

ル
缶
の
中
の
ポ
ー
ル
を
外
に
飛
び
出
さ
せ
る
と
い

う
放
水
技
術
を
競
い
ま
し
た
｡

二
十
年
度
も
九
月
ご
ろ
に
開
催
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
､
職
員
さ
ん
の
研
修
の
機
会
と
し
て
､

会
員
事
業
所
か
ら
の
多
く
の
参
加
を
お
厭
い
い
た

し
ま
す
｡

平
成
十
九
年
度
表
彰
問
係

鳥
取
県
危
険
物
安
全
大
会

平
成
十
九
年
鳥
取
県
危
険
物
安
全
大
会
が
六
月
八
日
墳
港
市

の
　
｢
境
港
市
民
会
館
｣
　
で
行
わ
れ
当
協
会
関
係
者
が
表
彰
の
栄

に
輝
か
れ
ま
し
た
o

*
鳥
取
県
知
事
表
彰

(
危
険
物
保
安
功
労
者
)

(
個
人
2
'
事
業
所
1
)

第

一

位

三
光
株
式
会
社
　
昭
和
チ
ー
ム木

下
　
賢
一
･
金
原
　
祐
一

第

二

位

株
式
会
社
ア
ク
テ
ィ
境
港
営
業
所
　
A
チ
ー
ム

荻
原
　
泰
三
･
長
崎
　
幹
育

第

三

位

堀
田
石
油
株
式
会
社

済
生
会
境
港
総
合
病
院

田
中
　
仁
志
･
平
岡
　
佑
介

小
峰
喜
久
男
･
山
本
　
英
二

｡
渡
辺
　
明
彦
(
有
限
会
社
　
渡
辺
商
店
)

(
危
険
物
優
良
事
業
所
)

o
ユ
タ
カ
フ
ー
ズ
株
式
会
社
鳥
取
工
場

(
危
険
物
優
良
取
扱
者
)

｡
東
西
オ
イ
ル
タ
1
-
ナ
ル
株
式
会
社
境
港
油
槽
所

伊
田
　
保
正

*
鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
長
表
彰
　
(
事
業
所
2
)

｡
境
港
海
陸
運
送
株
式
会
社

o
東
西
オ
イ
ル
タ
1
-
ナ
ル
株
式
会
社
新
境
港
油
槽
所

境
港
市
消
防
保
安
協
会
総
会

五
月
十
七
日
総
会
の
席
上
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
｡

*
境
港
市
消
防
保
安
協
会
会
長
表
彰
　
(
個
人
3
､
事
業
所
4
)

｡
岡
田
商
店
　
　
寺
沢
　
健
治

o
東
西
オ
イ
ル
タ
1
-
ナ
ル
株
式
会
社
新
境
港
油
槽
所

所
長
　
山
本
　
宗
樹

｡
A
D
E
K
A
フ
ァ
イ
ン
フ
ー
ズ
株
式
会
社

｡
フ
シ
ソ
コ
フ
ー
ズ
株
式
会
社

o
株
式
会
社
ア
ク
テ
ィ
境
港
営
業
所

｡
株
式
会
社
ニ
ヤ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

o
東
西
オ
イ
ル
タ
-
,
,
,
ナ
ル
株
式
会
社
境
港
油
槽
所

伊
田
　
保
正
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渡辺会長｢大会宣言｣｢記念講演｣佐々木宏氏

平
成
十
九
年
度

-
夢
轡
野
静
瀞
静

摩
摩
窮
癒

平
成
十
九
年
六
月
八
日
に
'
境
港
市
民
会
館
大
会
議
室
に
お

い
て
危
険
物
の
保
安
管
理
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
は

か
る
た
め
'
境
港
市
消
防
保
安
協
会
共
催
に
よ
る
鳥
取
県
危
険

物
安
全
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

第
一
部
の
式
典
で
は
'
危
険
物
保
安
功
労
者
等
の
表
彰
が
な

さ
れ
'
渡
辺
会
長
の
　
『
大
会
宣
言
』
　
の
も
と
参
加
者
全
員
が
危

険
物
に
対
す
る
保
安
意
識
を
新
た
に
し
'
安
全
を
誓
い
ま
し
た
.

第
二
部
の
記
念
講
演
は
､
地
元
境
港
市
中
野
町
出
身
の
松
下

電
器
産
業
㈱
生
産
革
新
本
部
主
任
技
師
佐
々
木
宏
氏
に
よ
り
'

｢
製
品
の
国
際
規
格
作
り
の
苦
労
話
｣
　
と
題
し
こ
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
C

平
成
二
十
年
度
の
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
が
行
う
各
試
験

の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
o

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
あ
っ
て
は
､
二
年
前
か
ら
三
回
の
実

施
と
な
っ
て
い
ま
す
が
'
三
回
目
は
､
乙
種
の
み
の
実
施
で
す

の
で
､
こ
注
意
-
だ
さ
い
｡

*
危
険
物
取
扱
者
試
験

一
国
目
(
甲
種
､
乙
種
､
丙
種
)

試

　

親

　

日

　

平

成

二

十

年

六

月

十

五

日

㈲

願
書
受
付
期
間
　
平
成
二
十
年
四
月
十
l
日
脚

～
四
月
二
十
五
日
㈲

二
回
日
(
甲
種
､
乙
種
'
丙
種
)

試
　
験
　
日
　
平
成
二
十
年
十
月
五
目
㈲

願
書
受
付
期
間
　
平
成
二
十
年
八
月
四
日
脚
～
八
月
十
八
日
㈲

三
回
目
(
乙
種
の
み
)

試
　
境
　
目
　
平
成
二
十
l
年
二
月
1
日
㈱

願
書
受
付
期
間
　
平
成
二
十
年
十
l
月
二
十
l
日
幽

～
十
二
月
五
日
㈲

試
　
験
会
　
場
一
回
目
､
二
回
日
及
び
三
回
目
と
も

米
子
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

な
お
､
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
に
つ
い
て
は
'
一

回
目
と
二
回
目
の
試
験
に
あ
わ
せ
て
開
催
す
る
予
定
に
し
て
お

り
ま
す
o

*
消
防
設
備
士
試
験

試
　
験
　
日
　
平
成
二
十
年
八
月
三
日
㈱

願
書
受
付
期
間
　
平
成
二
十
年
六
月
三
日
㈹
～
六
月
十
七
日
㈹

試
　
験
　
種
　
別
　
甲
種
･
乙
種

試
　
験
　
会
　
場
　
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー




